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サークル紹介 �  6
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サロン「さんま」開講
４月 15 日（水）、上山田公民館で同じ趣味を

持つ仲間が集まるサロン「さんま」の開講式が行
われました。「さんま」とは、三

さん
間
ま

「空間・時間・
仲間」を意味し、この日は健康マージャンを楽し
みながら仲間と有意義な時間を過ごしました。
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新
分
館
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

新
分
館
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

新
分
館
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

新
分
館
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　

４
月
か
ら
各
分
館
の
活
動
が
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
中
心
と
な
る
各
地
区

の
新
分
館
長
さ
ん
に
次
の
①
②
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

①
分
館
の
主
な
活
動
計
画

②
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

　
　
　
　
　

 

メ
ッ
セ
ー
ジ

森
東
分
館
長
（
屋
代
）

�

中

村

邦

久

①
森
区
は
森
東
分
館
と
森
西
分
館

が
あ
り
、
活
動
・
事
業
は
共
同
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６

月
に
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
、
８
月
に
盆
踊

り
と
夏
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
９
月
に
敬

老
会
、
10
月
に
第
１
回
人
権
教
育

研
修
会
、
11
月
に
野
排
球
大
会
と

第
２
回
人
権
教
育
研
修
会
、
来
年

２
月
に
森
地
区
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
公
民
館
の
各
種
活
動
や
行
事
は

区
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
が
あ
っ
て
初

め
て
で
き
る
も
の
で
す
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
を
深
め

る
た
め
、
活
動
へ
の
ご
協
力
と
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

杭
瀬
下
分
館
長
（
埴
生
）

�
細

田

啓

介

　
　

①
埴
生
公
民
館
球
技
大
会
予
選
を

兼
ね
た
杭
瀬
下
分
館
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
や
本
大
会
、
区
及
び
埴
生

地
区
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
へ
の
参
加
、

敬
老
祝
行
事
、
人
権
研
修
会
、
し

め
縄
づ
く
り
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

②
分
館
行
事
は
地
域
の
交
流
を
深

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
重
要
な

機
会
で
す
。
新
た
に
転
入
さ
れ
た

皆
さ
ま
も
含
め
、
多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

西
区
分
館
長
（
稲
荷
山
）

�

山

田

正

夫

①
西
区
分
館
と
し
て
は
、
本
館
主

催
の
分
館
対
抗
球
技
大
会
参
加
、

西
区
分
館
主
催
の
行
事
は
、
お
花

見
、
暑
気
払
い
、
敬
老
会
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
計
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

②
分
館
主
催
の
行
事
は
、
区
民
の

親
睦
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
場
と
し
て
、
大
勢
の
方
々
の

参
加
を
希
望
し
ま
す
。
ま
だ
、
コ

ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
最

近
に
は
は
し
か
の
影
響
も
あ
り
ま

す
が
、
分
館
役
員
一
同
全
力
で
頑

張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

志
川
区
分
館
長
（
八
幡
）

�

臼

井

徳

男

①
主
な
活
動
計
画
と
し
て
は
、
志

川
区
民
親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
と
区
民
親
睦
夏
祭
り
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
主
催
の
分
館
対

抗
の
新
競
技
で
あ
る
モ
ル
ッ
ク
と

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
に
参
加
の
予
定
で

す
。

②
近
年
で
は
猛
暑
・
酷
暑
・
各
地

で
の
災
害
等
続
い
て
い
ま
す
が
、

様
々
な
分
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
区
民
の
繋
が
り
を
深
め
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

羽
尾
第
五
区
分
館
長
（
戸
倉
）

�

金

井

榮

一

①
コ
ロ
ナ
禍
や
台
風
被
害
に
よ
り

何
年
か
中
止
と
な
っ
て
い
た
冠
着

登
山
を
、
今
年
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
御み

麓ろ
く
か
ら
の

登
山
道
は
、
台
風
被
害
に
よ
り
久く

露ろ

滝た
き

上
部
の
登
山
道
が
未
復
旧
の

状
態
に
あ
り
、
今
回
は
坊
城
平
か

ら
登
り
ま
す
。

　

冠
着
山
（
１
２
５
２
㍍
）は
、

千
曲
市
で
２
番
目
に
高
い
山
で
す
。

身
近
な
冠
着
山
に
登
り
、
さ
わ
や

か
な
初
夏
の
一
日
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
昨
年
実
施
し
た
盆
祭
り
な
ど
区

民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く
の

人
が
集
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
本
木
分
館
長
（
上
山
田
）

�

小

柳

盛

夫

①
６
月
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
皮
切
り
に
、

温
泉
夏
祭
り
・
運
動
会
・
人
権
教

育
研
修
会
・
文
化
祭
な
ど
、
体
育
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

②
少
子
高
齢
化
社
会
で
先
行
き
が

不
安
視
さ
れ
る
中
、
皆
さ
ま
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
積

極
的
な
ご
参
加
と
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
、「
楽
し
く
住
み

や
す
い
」
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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（敬称略）令和８年度  分館長の紹介

編集委員会です　よろしくお願いします

■屋代公民館
分　館　名 分　館　長

屋 代 第 一 坂口　博美

屋 代 第 二 小林　光嘉

屋 代 第 三 谷地靖二郎

屋 代 第 四 唐木田啓一

屋 代 第 五 春日　重信

屋 代 第 六 瀬下　彰彦

森 東 中村　邦久

森 西 久保　一雄

倉 科 平林　二男

雨 宮 袖山　　茂

土 口 小林　　寛

生 萱 西村　忠弘

■八幡公民館
分　館　名 分　館　長

代 岡 村 憲 男

大 池 佐藤　貴男

姨 捨 宮 坂 久 夫

峯 小 野 浩 男

中 原 柴 田 久 直

郡 青 木 一 尋

上 町 宮 坂 利 夫

辻 岡 村 国 和

新 宿 高 久 祐 示

森 下 大森　義巳

北 堀 青 木 和 人

志 川 臼 井 徳 男

■戸倉公民館
分　館　名 分　館　長

磯 部 佐藤　義幸

福 井 滝沢　秀光

新戸倉温泉 吉池　信晃

上 町 髙木　憲行

上 中 町 児玉　亮士

中 町 高野　　至

今 井 町 中澤　　肇

柏 王 新藤　泰彦

戸 倉 温 泉 畑山　昌也

若 宮 竹澤　文昭

芝 原 中村　　孝

仙 石 中西　雅広

羽尾第四区 矢島　孝一

羽尾第五区 金井　榮一

須 坂 新井　和夫

黒 彦 和田　美徳

上 徳 間 瀬在　良和

内 川 飯島　　稔

千 本 柳 金井　　聡

小 船 山 大江敬一郎

■稲荷山公民館
分　館　名 分　館　長

荒 　 町 増田　茂伸

中 　 町 小林　和正

本 八 日 町 島田　浩一

上 八 日 町 白川　治男

治 田 町 小林　照昌

元 　 町 清水　響太

小 　 坂 丑澤　孝文

東 　 区 中山　一正

中 　 区 栁澤　勝利

西 　 区 山田　正夫

大 田 原 松林　健一

■埴生公民館
分　館　名 分　館　長

寂 　 蒔 宮坂　郁朗

鋳 物 師 屋 古 川　 勇

打 　 沢 相澤　義忠

小 　 島 小森　茂一

桜 　 堂 島田　伸之

杭 瀬 下 細田　啓介

新 　 田 高橋　正行

中 小林　茂美

■上山田公民館
分　館　名 分　館　長

力 　 石 熊谷　善幸

新 　 山 堀内　芳孝

漆 　 原 立川　　昇

三 本 木 小柳　盛夫

八 　 坂 中條　寿顕

中 　 央 安藤　茂樹

城 　 腰 宮原　益夫

温 　 泉 尾﨑　美幸

編
集
委
員

◎
小
林
い
せ
子（
稲
荷
山
）

○
飯
島
　
孝
則（
戸
倉
）

　
鴇
澤
　
正
義（
屋
代
）

　
渡
邊
　
里
恵（
屋
代
）

　
小
川
　
悦
子（
埴
生
）

　
竹
内
　
　
久（
埴
生
）

　
竹
内
　
正
博�（
稲
荷
山
）

　
久
保
田
唯
夫（
八
幡
）

　
本
山
　
育
人（
八
幡
）

　
久
保
田
茂
保（
戸
倉
）

　
水
田
　
宏
美�（
上
山
田
）

　
鹿
田
　
清
子�（
上
山
田
）

　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

 

主
　
事

　
澤
上
　
　
瑛（
屋
代
）

　
斉
木
　
規
晃（
埴
生
）

　
小
林
　
宏
美（
稲
荷
山
）

□
坂
井
し
の
ぶ（
八
幡
）

　
轟
　
恵
理
子（
戸
倉
）

　
石
井
　
昌
弥（
戸
倉
）

　
柳
嶋
　
直
子�（
上
山
田
）

　
　
　
　
　
　
□ 

当
番
館

令
和
８
年
度
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埴生公民館 副館長
青木　幸雄 氏

埴生公民館 館長
北島　正光 氏

館
長
か
ら
ひ
と
言

日
頃
か
ら
公
民
館
事
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
教
育
法
に
公
民
館
の
役
割

は
、「
集
ま
る
・
学
ぶ
・
つ
な
ぐ
」

と
い
う
指
標
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
せ

る
場
と
な
る
よ
う
事
業
運
営
に
務

め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
各
分
館
役
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
各
分
館
事
業
に
加
え
公
民

館
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
年
度
も
市
内
６
公
民
館
で

は
、
成
人
講
座
を
は
じ
め
各
種
学

級
、
文
化
事
業
、
体
育
事
業
等
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

４
月
１
日
付
で
各
公
民
館
の
正

副
館
長
が
、
市
教
育
委
員
会
か
ら

次
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
は
、
埴
生
公
民
館
長
に
北

島
正
光
氏
（
杭
瀬
下
）、
埴
生
公

民
館
副
館
長
に
青
木
幸
雄
氏
（
鋳

物
師
屋
）
の
２
名
で
す
。

ま
た
、
３
月
31
日
付
で
退
任
さ

れ
た
の
は
埴
生
公
民
館
長
の
長
島

克
彦
氏
で
、
副
館
長
を
含
め
４
年

間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
正
副
館
長
は

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
、
た
く
さ
ん
の
年
間
行
事

の
あ
る
中
で
私
も
区
の
分
館
役
員

と
し
て
、
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
り

ま
す
が
行
事
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

長
年
続
い
て
い
た
分
館
対
抗
野

球
大
会
が
野
球
人
口
の
低
下
も
あ

り
、
令
和
６
年
度
よ
り
マ
レ
ッ
ト

大
会
へ
と
変
更
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
分
館
が
参
加
し
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
垣

間
見
え
ま
し
た
。
比
較
的
高
年
齢

の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
も
熱
中
症
対
策
の
検

討
を
引
き
続
き
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
行
っ
て
い
た
運
動

会
も
、
昨
年
度
よ
り
野
外
か
ら
体

育
館
に
と
移
行
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
館
な
ら
で
は
の
競
技
種
目
と

な
り
、
館
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
は
大
変
頭
を
悩
ま
せ
苦
労

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
各
分
館
の

役
員
さ
ん
も
初
の
体
育
館
競
技
と

な
り
、
人
員
集
め
は
大
変
だ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
分

埴
生
公
民
館
長

　
　
北
　
島
　
正
　
光

戸
倉 

　
倉
　
島
　
芳
　
広

公
民
館
に

公
民
館
に

期
待
す
る
こ
と

期
待
す
る
こ
と

館
も
事
前
会
議
を
数
回
開
き
、
選

手
の
選
出
に
当
た
り
ま
し
た
。
い

ざ
運
動
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
選

手
は
み
な
楽
し
そ
う
に
競
技
を
し

て
い
ま
し
た
。
体
育
館
の
２
階
で

は
各
分
館
か
ら
の
大
き
な
声
援
が

飛
び
交
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
雨
天
中
止
の

心
配
も
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
正
解
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　
そ
の
よ
う
な
中

で
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽

し
め
る
競
技
も
考
え
て
行
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
で
き
れ
ば
秋
口
に
で
も

子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
で
き
、

老
若
男
女
が
み
な
気
軽
に
参
加
で

き
る
遠
足
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
良
い
の
か
と
個
人
的
に

思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
引
き
続
き
誰
で
も
気
軽
に
出
入

り
で
き
る
公
民
館
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
で
き
る
限

り
公
民
館
行
事
に
参
加
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公民館報ちくま100号記念誌『もっと知りたいふるさと』販売！
公民館報ちくま100号を記念し、『もっと知りたいふるさと』の1号から100号までを１冊に
まとめた記念誌を６月１日から販売します。
千曲市の魅力を改めて感じていただける内容となっていますので、ぜひお求めください。

販売価格  1,500円（税込）販売場所  各公民館（屋代・埴生・稲荷山・八幡・戸倉・上山田）　
8：30～17：15（土・日・祝日を除く） ※数に限りがあります。
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み
ん
な
が
憩
う

 

日
常
の
広
場
を
花
で
彩
る

戸
倉
白
鳥
園
ガ
ー
デ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

�

　
　
前
山
　
淑
子

千
曲
川
河
原
が
温
泉
街
に

　
上
山
田
温
泉（
株
）

�

　
　
若
林
　
正
樹

「
白
鳥
園
に
花
と
緑
の
公
園

を
つ
く
ろ
う
！
」
を
目
標
に

２
０
１
５
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
白
鳥
園
ガ
ー
デ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
石

こ
ろ
だ
ら
け
の
花
壇
を
土
壌
改
良

し
、
花
苗
を
植
え
、
水
を
あ
げ
、

花
壇
の
数
を
少
し
づ
つ
増
や
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
ガ
ー
デ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
40
人
の
花
好
き
な
仲
間
が

集
ま
り
、
月
２
回
草
花
を
育
て
、

草
取
り
な
ど
の
手
入
れ
に
精
を
出

し
て
い
ま
す
。
白
鳥
園
を
訪
れ
る

な
ん
と
言
っ
て
も
自
慢
は
戸
倉

上
山
田
温
泉
で
す
。

明
治
26
年
に
信
越
本
線
は
横

川
・
軽
井
沢
間
が
開
通
し
、
全
通

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
鉄
路

が
北
国
街
道
沿
い
に
延
び
て
、
戸

倉
宿
で
は
往
来
者
・
宿
泊
者
が
減

少
し
ま
し
た
。
戸
倉
宿
の
坂
井
量

之
助
翁
は
街
道
の
往
来
に
左
右
さ

れ
る
造
り
酒
屋
と
は
別
に
、
新
た

に
温
泉
掘
削
に
挑
戦
し
、
こ
の
年

に
成
功
し
ま
し
た
。
源
泉
は
何
も

な
い
千
曲
川
河
原
の
真
ん
中
で
し

た
。
こ
の
場
所
は
戸
倉
村
と
上
山

田
村
の
境
か
ら
100
㍍
も
離
れ
て
い

な
い
場
所
で
し
た
の
で
、
上
山
田

村
で
も
温
泉
を
掘
削
し
よ
う
と
い

う
気
運
が
高
ま
り
、
温
泉
創
設
委

員
８
人
を
選
出
し
、
10
年
後
の
明

治
36
年
に
よ
う
や
く
掘
削
に
成

功
。「
か
め
乃
湯
」
を
開
き
ま
し

た
。
何
も
な
い
河
原
に
は
近
隣
の

資
産
家
や
戸
倉
・
坂
城
・
上
田
な

ど
の
宿
場
で
宿
を
営
ん
で
い
た
人

た
ち
が
、
旅
館
・
商
店
・
飲
食
店

を
作
り
温
泉
街
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
何
も
な
い
千
曲
川
河
原
に
突

如
街
が
出
現
し
た
の
で
す
。

温
泉
は
地
下
水
が
地
下
150
㍍
以

下
に
あ
る
別
所
層
と
い
う
頁け

つ
　
が
ん岩
層

の
割
れ
目
を
流
れ
、
温
め
ら
れ
成

分
を
溶
か
し
込
み
な
が
ら
、
温
泉

と
な
り
井
戸
を
通
っ
て
地
上
に
出

て
き
ま
す
。

非
火
山
性
の
弱
ア
ル
カ
リ
温
泉

で
飲
用
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

保
健
所
の
飲
用
許
可
の
あ
る
場
所
・

旅
館
で
し
か
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
肌
が

ス
ベ
ス
ベ
し
美
肌
の
湯

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
戸
倉
上
山

田
温
泉
に
は
七
か
所
の

外
湯
が
あ
り
、「
七
福

神
外
湯
め
ぐ
り
」
と
い

う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

26
軒
の
旅
館
と
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
に
温
泉
が

利
用
さ
れ
、
当
社
だ

け
で
も
毎
分
２.

２
㌧

の
湯
を
20
軒
の
宿
泊
施

設
他
に
供
給
し
て
い
ま

す
。
硫
黄
の
香
り
が
仄

か
に
漂
う
美
肌
の
湯
は
、
多
く
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

温
泉
は
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。

温
泉
水
の
源
は
上
山
田
の
山
を
起

源
と
し
、
地
下
に
浸
透
し
、
温
泉

と
な
っ
て
地
上
に
出
て
来
る
そ
う

で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
の
小
雨
が
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
か
は
不
明
で

す
。
こ
の
温
泉
内
に
は
約
44
本
の

源
泉
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
源

泉
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
保
守
を

し
て
い
か
な
い
と
今
後
掘
る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
減
少
要
因
は
あ
れ
ど
増
加

要
因
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
わ
が
ま

ち
の
自
慢
」
で
あ
る
こ
の
温
泉
を

大
切
に
保
全
し
利
用
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

と
綺
麗
な
花
々
に
出
会
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
エ
リ
ア
が
私

た
ち
の
活
動
の
場
で
す
。
40
人
が

５
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
生
か
し
た
花
壇
は
多
彩
な
花

で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
年
前
か

ら
は
新
し
い
花
壇
に
バ
ラ
を
植
え

一
層
華
や
か
に
皆
さ
ん
を
迎
え
て

い
ま
す
。
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
花

壇
を
見
る
と
「
自
分
た
ち
を
自
分

で
褒
め
て
あ
げ
た
い
！
」
ま
さ
し

く
そ
ん
な
心
境
で
す
。

市
民
の
方
の
ご
寄
付
で
植
え
ら

れ
た
河か

わ
　
づ
　
ざ
く
ら

津
桜
や
、
私
た
ち
が
植
え

た
八
重
桜
、
染そ

め
　
い
　
よ
し
　
の

井
吉
野
が
春
に
は

満
開
と
な
り
ま
す
。
優
し
く
癒
さ

れ
る
桜
の
花
に
、
広
場
は
素
晴
ら

し
い
景
色
と
な
り
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

園
芸
の
先
生
方
の
ご
指
導
を
受

け
、
種
蒔
き
・
育
苗
・
手
入
れ
の

仕
方
の
勉
強
も
で
き
、
自
宅
の
花

壇
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
ど
ん
な
景
色
が
次
の
世
代

に
受
け
継
が
れ
花
開
く
だ
ろ
う
と

想
い
を
巡
ら
し
、
活
動
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
と
の
手
と
口
の
運
動

は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
、
友

だ
ち
も
で
き
て
と
て
も
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
で
す
よ
。
皆
さ
ん
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
（
活
動

は
原
則
毎
月
第
２・
４
月
曜
日
９

時
か
ら
。
詳
し
く
は
市
報
に
掲

載
）。

ガーデン巡りバスツアー

1921（大正10）年の温泉全景
「かめ乃湯」開湯18年後はこんな街ができていた

プロの先生の指導を受けています
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成人式実行委員を
募集します!

平成18年４月２日～
平成19年４月１日生まれの人

令和８年６月30日（火）

成人式：令和9年1月10日（日）

TEL.026-276-5842
FAX.026-276-7330

上山田公民館（式典当番館）

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を
楽
し
む

会
」
は
稲
荷
山
公
民
館
で
活
動

を
始
め
て
１
年
６
か
月
に
な
り
ま

す
。
毎
月
１
回
、
水
曜
日
の
９
時

半
か
ら
11
時
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
月
替
り
で
作
る
布
小
物
、
刺

繍
の
小
物
、
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
コ
ー
ス

を
選
ん
で
製
作
し
ま
す
。

月
替
り
で
作
る
布
小
物
は
、
季

節
の
物
や
、
日
常
的
に
使
え
る

物
を
手
縫
い
や
ミ
シ
ン
を
使
っ
た

り
、
ボ
ン
ド
で
貼
っ
た
り
と
い
ろ

い
ろ
な
物
を
作
り
ま
す
。
刺
繍
の

小
物
は
、
刺
繍
の
ス
テ
ッ
チ
を
さ

ま
ざ
ま
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
ミ
シ
ン

で
縫
い
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
体
を

作
り
、
と
て
も
可
愛
い
顔
を
し
た

ク
マ
が
作
れ
ま
す
。
作
っ
た
作
品

を
、
家
族
や
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
製
作
を

始
め
る
と
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
が
楽

し
い
で
す
ね
。

製
作
に
あ
た
っ
て
は
一
つ
一
つ

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
し
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
気
軽

に
挑
戦
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

布
小
物
の
製
作
に
興
味
、
関
心
の

あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

かわいいぬいぐるみを作っています

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を

　
　
　
　
　
楽
し
む
会

�

稲
荷
山
公
民
館
　
渡
部
　
修
子

千
曲
鍵
盤
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
カ

 

～
音
の
響
き
と
か
た
ち
～

�

埴
生
公
民
館
　
宮
嵜
　
美
恵
子

茶
道
同
好
会（
武
者
小
路
千
家
）

�

　
八
幡
公
民
館
　
荻
原
　
進

「
音
は
見
え
る
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
小
学
生
の
講
座
で
ト

ミ
ー
先
生
は
子
ど
も
た
ち
に
質

問
し
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
ム

ム
ッ
と
考
え
る
私
た
ち
。
見
え
な

い
音
な
の
で
す
が
、
レ
ッ
ス
ン
を

重
ね
、
音
の
形
や
響
き
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
丸
い

音
、
四
角
い
音
、
三
角
形
や
波
の

形
、
音
の
響
き
に
よ
っ
て
形
が
出

２
月
28
日
㈰
、
八
幡
公
民
館
の

発
表
会
が
あ
り
、「
茶
道
同
好
会
」

も
初
め
て
参
加
し
、
お
茶
席
を
設

け
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
と
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
合

同
で
８
人
、
長
野
教
室
か
ら
２
人

の
応
援
を
い
た
だ
き
、
中
川
教
授

の
指
導
の
も
と
、
薄
茶
席
を
設
け

ま
し
た
。
30
人
程
の
来
客
が
あ
り
、

椅
子
に
座
っ
て
の
茶
会
で
し
た

が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
共
有

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
当
日
は「
利

休
忌
」
で
し
た
。
会
員
が
協
力
し

て
活
動
で
き
、
楽
し
い
公
民
館
行

事
で
あ
り
ま
し
た
。

小
生
は
新
参
者
で
す
が
、
市
報

を
通
じ
て
、
中
川
教
授
と
の
ご
縁

が
生
ま
れ
、
あ
こ
が
れ
の
官
休
庵

に
入
門
で
き
、「
啐そ

つ
啄た
く
同ど
う
機き

」
で
す
。

修
歴
は
小
生
よ
り
長
い
年
下

の
姉
弟
子
た
ち
と
、
楽
し
く
稽
古

て
く
る
の
を
感
じ
な
が
ら
、
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

ト
ミ
ー
先
生
の
千
曲
教
室
が
始

ま
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
最
初

は
１
人
の
教
室
か
ら
、
今
20
人
に

な
り
ま
し
た
。
ト
ミ
ー
・
チ
ョ
ー

先
生
は
、
長
野
、
神
戸
、
和
歌
山
、

岡
山
に
も
教
室
が
あ
り
、
全
国
鍵

盤
フ
ィ
ル
交
響
楽
団
を
作
り
、
昨

年
９
月
に
は
長
野
市
若
里
市
民
文

化
ホ
ー
ル
で
100
人
の
演
奏
を
し
ま

し
た
。
20
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
み
、
補
い
合
い
、
響
か
せ

な
が
ら
感
動
の
発
表
会
で
し
た
。

毎
回
埴
生
公
民
館
で
の
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
め
、

健
康
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
1
時
間

で
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
ま
す
。あ
な
た
も
一
緒
に
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

に
励
ん
で
い
ま
す
。「
且し
ゃ

坐ざ

喫き
っ

茶さ

」

そ
し
て
「
自
寧
」
の
心
で
す
。

３
月
２
日
、
姉
弟
子
た
ち
と
裏

千
家
の
方
と
上
山
田
三
本
木
す
ず

ら
ん
サ
ロ
ン
で
薄
茶
会
を
開
き
、

４
月
に
小
坂
龍
洞
院
の
市
民
茶
会

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

稽
古
は
毎
月
２
回
、
金
曜
日
の

午
後
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
々
さ
ま
、
茶
道
に
ご
興
味

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ

さ
い
。

千曲鍵盤フィルハーモニカ

稽古に励んでいます
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　８月の終戦記念日に合わせ「平和への思い」
を募集します。
　戦中戦後の生活、平和について考えることな
ど内容は問いません。
　400字詰原稿用紙２枚から３枚程度にまと
め、写真などがありましたら付けていただき、
６月15日（月）までに、
最寄りの公民館にお出し
ください。

　千曲市と坂城町で構成する更埴公民館運営協
議会では、第31回更埴地区短詩型文学祭を開催
します。
　応募要領と投稿用紙は最寄りの公民館に用意
してありますので、奮ってご投稿ください。

【募集期間】
 　７月１日（水）～８月31日（月）
【募集部門】
　  短歌・俳句・川柳・現代詩
【投稿料】
　  応募用紙１枚につき500円
　（小・中・高校生は無料）
【投稿先】
　  最寄りの公民館

短詩型文学祭作品募集短詩型文学祭作品募集「平和への思い」
記事募集

千
曲
市
の
東
端
の
山
麓
に
位
置

す
る
190
戸
程
の
小
さ
な
集
落
が
生

萱
で
す
。
歴
史
は
古
く
多
く
の
遺

産
・
文
化
等
が
残
っ
て
お
り
、
区

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

と
共
に
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に「
生
萱
を
知
る
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
に
社
寺
や
遺

跡
・
偉
人
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子

『
生
萱
ぶ
ら
り
歴
史
さ
ん
ぽ
』
を

発
刊
し
て
各
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
を
元
に
「
第
１
回

生
萱
歴
史
探
検
ツ
ア
ー
」
を
そ
の

年
の
10
月
に
開
催
し
て
偉
人
の
石

碑
を
巡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和

６
年
11
月
に
第
２
回
を
開
催
し

て
、
生
萱
一
円
の
産
土
神
（
う
ぶ

す
な
が
み
）
と
し
て
崇
敬
す
る
埴

科
縣
神
社
の
境
内
を
く
ま
な
く
回

り
ま
し
た
。
第
３
回
は
令
和
７
年

11
月
に
開
催
し
て
、
歴
史
の
中
枢

を
担
っ
て
い
る
佐
久
間
象
山
が
大

砲
を
試
射
し
た
記
念
碑
公
園
や
雨

乞
い
地
蔵
等
を
巡
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
時
を
少
し
戻
し
て
令
和

５
年
３
月
に
本
誓
寺
橋
南
側
に
あ

る
佐
久
間
象
山
記
念
碑
公
園
・
埴

科
縣
神
社・文
殊
堂・観
音
寺
の
４

か
所
に
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
昭
和
30
年
代

に
作
ら
れ
た
「
生
萱
小
唄
」
を
元

に
し
た
絵
本
『
い
き
が
や
小
唄
ぶ

ら
り
歴
史
さ
ん
ぽ
』
を
、
区
民
の

島
田
美
知
子
さ
ん
と
西
村
弘
一
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
作
成
し

ま
し
た
。
生
萱
小
唄
は
12
番
ま
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
弘
法

大
師
の
刻
ん
だ
地
蔵
、
願
い
か
け

れ
ば
雨
ふ
ら
す
」の
歌
詞
に
は「
雨

乞
い
地
蔵
」
の
絵
と
弘
法
大
師
が

 「
生
萱
を
知
る
会
」の

   

歩
み

�

屋
代
　
髙
野
　
俊
彦第 3回生萱歴史探検ツアー

雨乞い地蔵

絵　　本
『いきがや小唄ぶらり歴史さんぽ』

生
萱
村
を
訪
れ
、
地
蔵
を
刻
ん
だ

言
い
伝
え
や
地
蔵
を
川
に
入
れ
雨

乞
い
を
し
た
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

当
会
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
説
明

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

仲
間
と
共
に
貴
重
な
遺
産
・
文
化

を
伝
承
す
る
活
動
を
一
歩
ず
つ
前

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　公民館報編集委員会では、広く市民の皆さんに
参加していただき、より親しまれる内容の館報を
発行したいとの思いから、皆さんの原稿を募集し
ています。館報の表紙を飾る写真やエッセイ、わが
まちの自慢など原稿の内容は問いません。また、館
報に対するご意見ご感想などもお寄せください。
　なお、詳細については最寄りの公民館に
お問い合わせください。

写真、エッセイなどを募集写真、エッセイなどを募集写真、エッセイなどを募集写真、エッセイなどを募集写真、エッセイなどを募集写真、エッセイなどを募集
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※「
館
報
ち
く
ま
」
及
び
「
も
っ
と
知
り
た
い
ふ
る
さ
と
」
は
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発
行
／
千
曲
市
公
民
館
運
営
協
議
会　
編
集
／
千
曲
市
公
民
館
館
報
編
集
委
員
会　
電
話
０
２
６
―
２
７
２
―
１
０
７
６　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
２
７
２
―
７
１
７
４　
　
印
刷
／
㈲
ナ
ガ
ト
印
刷

令和８年６月１日公民館報ちくま

110

編
集
後
記

 

は
じ
め
に

　

令
和
7
年
12
月
26
日
付
け
信
濃
毎

日
新
聞
朝
刊
1
面
に
「『
羽
柴
千
句
』

原
本　

千
曲
で
発
見
」と
の
見
出
し
で

紹
介
さ
れ
た
「
羽
柴
千
句
」。戦
国
時

代
か
ら
武
水
別
神
社
の
神
主
を
つ
と

め
る
八
幡
の
松
田
家
に
お
い
て
、後
の

天
下
人
・
羽
柴
（
豊
臣
）秀
吉
が
主
催

し
た
連
歌
の
原
物
が
、全
国
で
初
め
て

発
見
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、そ

れ
だ
け
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。と
は
い

え
、「
羽
柴
千
句
と
は
何
？
」「
い
つ
・
誰

が
・
な
ん
の
た
め
に
作
っ
た
の
？
」な

ど
、羽
柴
千
句
の
ど
こ
が
ス
ゴ
イ
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で

は
、羽
柴
千
句
の
概
略
を
紹
介
し
、千

曲
市
に
伝
来
し
た
「
地
域
の
お
宝
」を

市
民
の
皆
様
と
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

1 

羽
柴
千
句
と
は

　

天
正
6
（
１
５
７
８
）年
５
月
18
日

か
ら
20
日
ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
、

羽
柴
秀
吉
が
中
国
地
方
攻
め
の
戦
勝

祈
願
の
た
め
に
作
成
し
た
千
句
連
歌

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。全
部
で
10
巻
あ

り
、そ
の
う
ち
9
巻
目
（
100
句
分
）が

こ
の
た
び
発
見
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

連
歌
と
は
、和
歌
の
上
の
句
（
５
・

7
・
５
）と
下
の
句
（
７
・
７
）を
参
加

者
が
交
互
に
詠
ん
で
い
く
和
歌
の
形

式
を
い
い
、そ
の
集
ま
り
を
連
歌
会
と

い
い
ま
す
。羽
柴
千
句
は
、羽
柴
秀
吉

の
主
催
で
21
名
の
連
歌
師
が
参
加
し
、

全
部
で
１
０
０
０
句
詠
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ゆ
え「
羽
柴
千
句
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

 

2 

連
歌
会
に
参
加
し
た
人
た
ち

　
羽
柴
千
句
に
は
歴
史
上
著
名
な
人
物

も
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
3

人
を
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
は
里
村
紹
じ
ょ
う

巴は

。こ
の
人
は
当
時
の
連
歌
界
の
第
一

人
者
で
、秀
吉
の
他
に
も
織
田
信
長
・明

智
光
秀
・
細
川
幽ゆ
う
斎さ
い
な
ど
の
戦
国
武
将

と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。次
い
で
聖
し
ょ
う

護ご

院い
ん

道ど
う

澄ち
ょ
う。僧
侶
で
す
が
、も
と
は
公

家
の
中
で
も
最
上
位
の
家
格
を
持
つ
近こ
の

衛え

家
の
出
身
で
し
た
。連
歌
で
は
「
白
」

と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、道

澄
の
兄
は
近
衛
前
久
と
い
い
、羽
柴
秀

吉
と
仮
の
親
子
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し

た
。こ
れ
は
、後
に
秀
吉
が
豊
臣
姓
を
賜

る
際
、自
ら
の
家
格
を
上
げ
る
必
要
が

羽
柴
千
句
の
こ
こ
が
ス
ゴ
イ

羽
柴
千
句
の
こ
こ
が
ス
ゴ
イ

  

～
千
曲
市
で
全
国
初
の
お
宝
発
見
～

～
千
曲
市
で
全
国
初
の
お
宝
発
見
～

い
よ
い
よ
令
和
８
年
度
の
公
民

館
活
動
も
、
新
役
員
さ
ん
を
中
心

に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
活
動
は
、
地
域
社

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
活
動

の
一
つ
で
す
。

こ
の
ご
ろ
我
々
地
区
に
お
い
て

も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
り
つ
つ
あ
り
、
自
己
中
心
的
な

行
動
が
多
く
な
り
が
ち
で
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
物
事
の

判
断
を
、
生
成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

に
委
ね
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

中
心
に
行
動
す
る
よ
う
な
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
に
お
い
て
も
「
自

分
の
目
で
文
章
を
読
み
、
自
分
の

頭
で
物
事
を
考
え
、
判
断
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
こ
の
公
民
館
報

「
ち
く
ま
」
が
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
地
域

社
会
の
つ
な
が
り
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　
（
稲
荷
山　
Ｔ
）

羽柴千句の冒頭部分
右端に連歌が詠まれた年月日（天正六年五月廿

はつ
日
か
）が書かれ

ている。その左側には句作のルールでありタイトルでもある
「賦

ふす
朝
あさ
何
なに
連
れん
歌
が
」が大きく書かれている。

羽柴千句が保管されていた主屋座敷の押入れ(火災前)
主屋座敷は、主屋内で一番格の高い部屋。 その押入れには、
「ご家宝」の古文書や刀など、松田家にとって特に大切なもの
が保管されていた。

あ
っ
た
た
め
で
す
。こ
の
よ
う
に
近
衛

家
は
秀
吉
と
関
わ
り
の
深
い
家
で
も
あ

り
ま
し
た
。最
後
に
羽
柴
秀
吉
。主
催
者

で
あ
る
秀
吉
も
2
句
詠
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
時
秀
吉
は
中
国
地
方
に

出
陣
中
で
あ
っ
た
た
め
、こ
の
2
句
は

別
人
に
よ
る
代
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

3 

作
成
さ
れ
た
時
代
的
背
景

　
羽
柴
千
句
が
作
成
さ
れ
る
前
年
の
天

正
5
（
１
５
７
７
）年
10
月
、織
田
信
長

の
命
で
、中
国
地
方
の
戦
国
大
名
毛
利

氏
を
攻
め
る
た
め
に
播
磨
国
（
兵
庫
県

西
南
部
）に
出
陣
し
た
秀
吉
は
、11
月

に
上こ
う

月づ
き

城じ
ょ
う（
兵
庫
県
佐
用
町
）を
攻
略

し
、尼
子
勝
久
を
城
将
と
し
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
翌
天
正
6
年
2
月
、そ
れ
ま
で

信
長
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
別
所
長
治

が
離
反
し
、同
4
月
に
は
そ
れ
に
乗
じ

て
毛
利
氏
陣
営
が
上
月
城
を
包
囲
し
ま

し
た
。同
5
月
、秀
吉
は
救
援
に
向
か
い

ま
す
が
戦
況
は
好
転
せ
ず
、同
7
月
に

尼
子
勝
久
は
降
伏
し
て
自
刃
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、羽
柴
千
句
が
作
成
さ
れ

た
天
正
6
年
5
月
前
後
は
、秀
吉
陣
営

に
と
っ
て
不
利
な
戦
況
下
に
あ
り
ま
し

た
。恐
ら
く
こ
う
し
た
な
か
で
戦
勝
祈

願
が
望
ま
れ
、秀
吉
は
千
句
連
歌
を
開

催
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

4 

な
ぜ
千
句
連
歌
が
作
ら
れ
た
の
か

　

で
は
、な
ぜ
そ
も
そ
も
戦
勝
祈
願
の

た
め
に
千
句
連
歌
が
作
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。こ
れ
は
中
世
に
生
き
た

人
々
と
和
歌
と
の
関
わ
り
を
探
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。中
世
で
は
、和
歌

を
介
し
て
神
と
人
と
が
意
思
疎
通
で
き

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
ち
な
み

に
、現
在
で
も
一
部
の
神
社
で
は
、「
和

歌
み
く
じ
」と
い
っ
て
、お
み
く
じ
の
内

容
〈
神
の
お
告
げ
〉を
和
歌
で
示
し
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
そ

の
名
残
り
と
い
え
ま
し
ょ
う
）。そ
の
た

め
自
分
た
ち
の
願
い
を
神
に
聞
き
入
れ

て
も
ら
う
た
め
、和
歌
を
神
社
に
奉
納

し
た
の
で
す
。さ
ら
に
千
句
連
歌
は
、元

来
、「
法
楽
」（
神
仏
に
手
向
け
る
）「
祈

祷
」「
追
善
」の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、公

的
な
性
格
が
強
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
性
格
も
あ
い
ま
っ
て
、

千
句
連
歌
が
戦
勝
祈
願
に
用
い
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　
羽
柴
千
句
は
、松
田
家
に
お
い
て「
ご

家
宝
」と
さ
れ
る
古
文
書
と
同
じ
よ
う

に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
結
果
、今

回
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
地
域

の
お
宝
」と
い
わ
れ
る
も
の
の
多
く
は
、

自
然
と
「
い
ま
」に
伝
来
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。後
世
に
残
そ
う
と
い

う
先
人
た
ち
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
や
思

い
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

今
回
の
発
見
を
通
し
て
受
け
取
っ
た
先

人
た
ち
の
思
い
が
こ
も
っ
た
バ
ト
ン
。

そ
れ
を
今
度
は
自
分
が
し
っ
か
り
と
こ

れ
か
ら
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
け
る
よ

う
、博
物
館
学
芸
員
と
し
て
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
千
曲
市
武
水
別
神
社

　
神
官
松
田
邸
学
芸
員 

中
島  

丈
晴


